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１．事業者の氏名及び住所 
事業者の名称  ：コスモ石油株式会社 
代表者の氏名  ：代表取締役社長 木村 彌一 
主たる事務所の所在地 ：東京都港区芝浦一丁目１番１号 
 

２．対象事業の名称 
コスモ石油株式会社堺製油所高度化事業 

 
３．対象事業の実施状況 

3-1．調査実施日 
平成 23年 6月 1日～平成 23年 6月 30日 
 

3-2．調査時の運転の状況 
  6月は各精製装置の運転は通常状態であった。しかし２号中圧ﾎﾞｲﾗｰを整備のた 
    め停止した。（停止期間 6月 15日から 7月 7日）その蒸気量を補うために高圧ﾎﾞ 
    ｲﾗｰ(予備の施設)を稼働した。（稼働期間 6月 14日から 7月 8日） 

運転の内容 平成 23年 6月 
上旬 中旬 下旬 

各精製装置は通常運転    

２号中圧ﾎﾞｲﾗｰの停止(整備)    

高圧ﾎﾞｲﾗｰ(予備の施設)稼働 
（非定常運転） 

   

 
４．事後調査の方法 

4-1．調査内容 
   事後調査の調査項目、調査地点、調査期間及び頻度、並びに調査方法は、表-1 に

示すとおりである。 
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表-1 施設の供用における事後調査の方法 

調査項目 調査地点 
調査期間及び 
頻度 

調査方法 

大気質 

窒素酸化物 
排出濃度・量 

各煙突 
図-1､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置等を用い
る方法 

低 NOx ﾊﾞｰﾅｰ性能 
排煙脱硝設備性能 

排煙脱硝設
備出入口 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

窒素酸化物濃度、残存酸
素 濃 度 等 よ り 算 出
(JIS-K-O104) 

二酸化硫黄 
排出濃度・量 

各煙突 
図-1､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置等を用い
る方法 

ベンゼン回収 
設備性能 

ベンゼン 
回収設備 
出入り口 

高度化施設運転開始後 5年 
年 2回 

ガスクロマトグラフ法 

水質 

水素イオン濃度 
化学的酸素要求量 
燐含有量 
窒素含有量 
 

新設排水処
理施設出口
図-2､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
毎日 

連続測定装置を用いる
方法 

No.1 排水口 
及び 
No.3 排水口
図-2､3 参照 

第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
No.1 排水口：1回/週 
(ただし､窒素､燐含有量は 1
回/月) 
No.3 排水口：1回/月 

工場排水試験方法によ
る測定(JIS-K-0102) 

悪臭 アンモニア濃度 

敷地境界 
及び 
排水処理施
設周辺 
図-3参照 

第１期運転開始後および高
度化施設運転開始後に各１
回(夏季) 

環境庁告示第９号別表
第１による測定 

廃棄物 

発生量 
有効利用量 
最終処分量 
有効利用方法 

－ 
第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

廃棄物の記録台帳を元
に集計 

地球 
環境 

エネルギー消費 
原単位 
二酸化炭素排出量 

－ 
第 1期運転開始後 5年 
高度化施設運転開始後 5年 
年 1回 

製油所における燃料使
用量、電力使用量等より
年度データで算出 

陸域 
生態系 

シオクグ育成状況 移植地 
工事開始後 3年間 
(平成 21､22､23 年度) 
年 3回(5､6､8 月) 

目視による高さ、活力、
開花、結実等の状況 
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５．事後調査の結果及び検証（月次） 
5-1．大気質 

   合計窒素酸化物排出量と合計二酸化硫黄排出量の平成 23年度実績の平均値（4～6月 
  の定常時）は別紙 1に示す通り、環境影響評価の計画値（定常時）の範囲内である。 
  別紙 1抜粋 

  

合計 

窒素酸化物排出量 

合計 

二酸化硫黄排出量 

m3N/時 m3N/時 

第１期工事後計画値 10.766  1.512  

年度平均値(4～6月) 6.943  0.767  

    
 (1)各煙突の窒素酸化物排出濃度・量 
  平成 23 年 6 月度の窒素酸化物の排出状況は、別紙 2に示す通りである。 
  3 号煙突の濃度(ppm)と排出量(m3N/時)で、計画値より高い値となっているが、その 
 他の煙突は全て計画値の範囲内である。なお、他煙突の系統にある設備からの窒素酸 
 化物排出量が計画値より低いため、製油所全体の窒素酸化物排出量は計画値の範囲内 
 である。 

 
 ・3号煙突 
   3 号煙突での窒素酸化物の計画値の超過分については、他煙突の系統にある設備 
  からの窒素酸化物量を減らすことにより、製油所全体の窒素酸化物の排出量は計画 
  値の範囲内である。 
 
  3 号煙突で窒素酸化物が高くなった原因は、流動接触分解装置(FCC)の触媒再生塔 
  の窒素酸化物がやや高いことによるものである。 
 
   FCC の触媒再生塔の窒素酸化物の濃度は、FCC 原料性状の変化、触媒被毒防止剤 
  等の薬品の使用、触媒再生塔の酸素濃度、触媒再生塔の温度分布等の様々な要因の 
  相互関係により、変化する。 
 
   現状は、3号煙突自体で、窒素酸化物を計画値以下にする手段は特定できていな 
  いが、今後も、3号煙突自体での窒素酸化物低減のため、FCC での運転条件等の検 
  討を行い、窒素酸化物を低減させるよう努力する。 
 
 (2)各煙突の二酸化硫黄排出濃度・量 
   平成 23年 6月度の二酸化硫黄の排出状況は、別紙 3に示す通りである。 

    1 号煙突の濃度(ppm)及び 2号煙突の濃度(ppm)と排出量(m3N/時)は、一時的に計画 
   値より高い値となったが、月間平均値は計画値の範囲内である。 
    他煙突の系統にある設備からの二酸化硫黄排出量が計画値より低いため、製油所 
   全体の二酸化硫黄排出量は計画値の範囲内である。 
 
・1 号煙突 

1号煙突の二酸化硫黄の濃度が 6月 1日から 6月 10 日の間で一時的に計画値より
高い値となった理由は、燃料ｶﾞｽである LPG とｵﾌｶﾞｽに加えて LNG を使用しているた
めである。 
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    供用時の計画値は、装置から副生される LPG とｵﾌｶﾞｽを使用し、LNG を使用する計 
   画では無かったが、新設装置のLPGとｵﾌｶﾞｽの副生量が当初の計画より少ないためLNG 
   で補う必要が生じた。 
    LNG は LPG 及びｵﾌｶﾞｽに比べて、水素原子を多く含む組成であり、燃料ｶﾞｽ使用量に 
   対する蒸気発生量が多く、乾き排ｶﾞｽ発生量が少なくなるため、乾き排ｶﾞｽ中の二酸 
   化硫黄の濃度が高くなる。 
 
 ・2号煙突 

    2 号煙突の濃度(ppm)と排出量(m3N/時)が、一時的に計画値より高い値となった理由 
   は、第 2、第 3硫黄回収装置からの二酸化硫黄の濃度が高くなったためである。 
    供用時の計画値の濃度は平成17年度の運転実績の平均値を使用しているが、第2、 
   第 3硫黄回収装置からの排ｶﾞｽ中の二酸化硫黄は、同一稼働でも原料性状等による濃 
   度のばらつきが大きく、二酸化硫黄の濃度が高くなる場合には、2号煙突の二酸化硫 
   黄の濃度は、計画値を超過する。同じく原料性状等のばらつきにより、2号煙突の二 
   酸化硫黄の排出量は、計画値を超過する 
 
    第 2、第 3硫黄回収装置は、硫黄回収ｾｸｼｮﾝでｸﾗｳｽ反応により、硫化水素を単体硫       
   黄(製品硫黄)にして回収する装置である。また、硫黄回収ｾｸｼｮﾝで回収しきれない硫 
   黄分をﾃｰﾙｶﾞｽ処理ｾｸｼｮﾝでの反応により、硫化水素に戻し、循環させることにより回 
   収率を上げている。そして、回収しきれなかった硫黄分を含むｶﾞｽを燃焼炉にて燃焼 
   し、排ｶﾞｽとして排出している。 

               H2S(循環) 
   
    H2S        SO2 
       約 90%            約 3%                 

 
硫黄回収装置の概略フロー 

  
5-2．水質 

   水質に係る事後調査結果を別紙 4から別紙 6に示す。平成 23年度実績の平均値（4 
  ～6 月の定常時）は環境影響評価における計画値（定常時）の範囲内である。 
 
  別紙 4上表抜粋 

  

新設排水処理施設出口 調査地点 12 

排水量 水素ｲｵﾝ濃度 化学的酸素要求量 全窒素 全隣 

m3/日 ― 
濃度 

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

計画値 3,960  6-8  6.0  23.8  5  19.8  0.07  0.3 

年度平均値 2,932  7  1.9  5.4  3  7.8  0.02  0.0 

 

 

 

 

 

 

硫黄分を
含むｶﾞｽ 
100ppm 以下 

硫黄回収 
ｾｸｼｮﾝ 

ﾃｰﾙｶﾞｽ処理
ｾｸｼｮﾝ 

燃焼炉 排ｶﾞｽ 
(SO2 約 50ppm) 

脱硫 
装置 
ｾｸｼ 製品硫黄 
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  別紙 5抜粋 

 

No.1 排水口 調査地点 11 

排水量 水素ｲｵﾝ濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量 

m3/日 ― 
濃度 

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

計画値 21,891  6-8  6.5  142.3  5  109.5  0.07  1.5 

年度平均値 16,568  7  5.8  95.6  3  44.1  0.05  0.8 

 

  別紙 6抜粋 

 

No.3 排水口 調査地点 10 

排水量 水素ｲｵﾝ濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量 

m3/日 ― 
濃度 

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

濃度  

(mg/L) 

汚濁負荷量 

(kg/日) 

計画値 215  6-8  6.9  1.5  3  0.6  0.3  0.1 

年度平均値 189  8  4.3  0.8  2  0.3  0.1  0.0 

  
 (1) 新設排水処理施設出口 

平成23年6月度の新設排水処理施設出口の排水水質の状況は、別紙4に示す通り。  
   6 月 23 日の窒素の濃度(mg/L)が計画値より高い値となった。これは新設排水処理施 
   設の原水の窒素分が高くなった事が原因で、排水の入れ替わり及び改善するまでの 
   間、アセス計画値より高い値となった。 
    昨年の精製装置運転の停止と開始時に高濃度の窒素分を含む排水が発生したため、 
   この排水は産業廃棄物として処理した。 
    しかし、この排水を一時的に原油タンクにて貯蔵したため、高濃度の窒素分を含 
   む排水が原油タンクに少量残存し、原油受け入れ後にタンクにて静置、分離した原 
   油中の水分の窒素分を高くした。この分離した原油中の水分を排水処理装置にて処 
   理したため、新設排水処理施設の原水の窒素分が高くなったと推察する。 
    今後は、性状の悪い排水が混在する可能性のあるタンクの分離水を放流する場合 
   は水質性状確認を徹底する。 

なお、窒素の濃度(mg/L)の月間平均値は計画値の範囲内であり、上記以外の排水 
   量、水素イオン濃度、化学的酸素要求量、燐含有量については全て計画値の範囲内 
   であり、性能は適正である。 
 
 (2)No.1 排水口出口 

平成 23 年 6 月度の No.1 排水口の排水の状況は、別紙 5に示す通り、排水量、水 
   素イオン濃度、化学的酸素要求量、窒素含有量、燐含有量の全てが計画値の範囲内 
   である。 
 
 (3)No.3 排水口出口 

平成 23 年 6 月度の No.3 排水口の排水の状況は、別紙 6に示す通り、排水量、水 
   素イオン濃度、化学的酸素要求量、窒素含有量、燐含有量の全てが計画値の範囲内 
   である。                               
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６．事後調査の結果及び検証（年次） 
 6-1．地球環境に関する事後調査結果  
   平成 22年度の地球環境に関する事後調査結果は、別紙 7に示す通り。 
  ・堺製油所のｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 
    平成 22 年度の実績は計画値より高い値となった。これは、当初高度化事業に係る 
   新設装置の商業運転を 4月開始としていたが試運転期間が長引いた結果、商業運転 
   の開始が 10月からとなり、生産に寄与しないｴﾈﾙｷﾞｰが増加したため。 
   
  ・堺製油所の二酸化炭素排出量 
    平成 22 年度の実績は計画値を大きく下回った。これは、試運転期間中に新設装置 
   が稼働していない期間もかなりあり、計画と比較して新設装置の稼働が低くなった 
   ため。 
   
  ・４製油所のｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 
    平成 22 年度の実績は計画値より高い値となった。これは、需要の減少に伴い、千 
   葉、四日市、坂出の３製油所で原油処理量が減少したこと及び計画外の装置の運転 
   停止と開始に伴い、装置稼働の減少や生産に寄与しないｴﾈﾙｷﾞｰが増加したため。 
 
6-2．ｼｵｸｸﾞ育成状況 

   平成 23年 6月 23 日に調査を実施した。調査結果は別紙 8に示す通りである。ｼｵｸｸﾞ 
  の育成は順調であった。（次回は 8月に調査する。） 
 

以上 
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図-3（1） 供用時における二酸化硫黄、窒素酸化物調査地点（既設装置） 
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図-3（2） 供用時における二酸化硫黄、窒素酸化物調査地点（既設装置） 
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図-3（3） 供用時における二酸化硫黄、窒素酸化物調査地点（新設装置） 
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図-5 大気質、水質及びアンモニア濃度調査地点 
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水質調査 （新設排水処理施設出口、No.1 及び No.3 排水口の計 3地点） 
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12 

13 

15 

9 

8 

7 

6 

2 

1 

3 

4 5 

16 

17 

18 

19 

10 11 

 大気質調査（各煙突 9地点） 

11

3



窒
素
酸
化
物
の
排
出
状
況
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
)
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）

m3
N/
時

第
１
期
工
事
後
計
画
値

12
.7

3.
30
0

25
.9

1.
33
7

9.
1

0.
66
5

85
.0

0.
13
7

83
.0

2.
30
3

10
.0

0.
05
1

10
.0

0.
08
6

11
.3

2.
88
8

10
.7
66

年
度
平
均
値

10
.9

2.
64
7

15
.5

0.
74
6

14
.9

0.
94
5

69
.7

0.
09
0

70
.0

1.
32
2

8.
5

0.
03
4

8.
0

0.
06
5

6.
7

1.
13
1

6.
94
3

平
成
23
年
4月
度
平
均
値

11
.1

2.
77
3

16
.7

0.
79
2

13
.3

0.
88
0

77
.0

0.
09
7

66
.0

1.
16
6

8.
6

0.
03
5

8.
0

0.
07
4

6.
4

1.
04
3

6.
89
8

平
成
23
年
5月
度
平
均
値

10
.7

2.
60
5

15
.4

0.
74
5

14
.5

0.
89
6

66
.0

0.
09
0

72
.0

1.
44
1

8.
5

0.
03
3

8.
0

0.
06
7

7.
5

1.
30
5

7.
20
4

平
成
23
年
6月
度
平
均
値

10
.8

2.
56
2

14
.5

0.
70
1

16
.9

1.
05
9

66
.0

0.
08
2

72
.0

1.
35
8

8.
4

0.
03
5

7.
9

0.
05
3

6.
2

1.
04
6

6.
72
7

平
成
23
年
7月
度
平
均
値

平
成
23
年
8月
度
平
均
値

平
成
23
年
9月
度
平
均
値

平
成
23
年
10
月
度
平
均
値

平
成
23
年
11
月
度
平
均
値

平
成
23
年
12
月
度
平
均
値

平
成
24
年
1月
度
平
均
値

平
成
24
年
2月
度
平
均
値

平
成
24
年
3月
度
平
均
値

二
酸
化
硫
黄
の
排
出
状
況
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
)
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）

m3
N/
時

第
１
期
工
事
後
計
画
値

0.
3

0.
11
2

11
.8

0.
63
9

0.
2

0.
01
2

0.
9

0.
00
16

1.
1

0.
02
7

0.
8

0.
00
34

0.
9

0.
00
77

3.
0

0.
71
1

1.
51
2

年
度
平
均
値

0.
3

0.
09
2

10
.7

0.
54
3

0.
0

0.
00
1

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
20

0.
5

0.
00
44

0.
6

0.
10
9

0.
76
6

平
成
23
年
4月
度
平
均
値

0.
3

0.
08
8

9.
5

0.
48
3

0.
0

0.
00
1

0.
5

0.
00
06

0.
5

0.
00
9

0.
5

0.
00
19

0.
5

0.
00
46

0.
5

0.
08
7

0.
68
2

平
成
23
年
5月
度
平
均
値

0.
3

0.
08
3

11
.5

0.
58
9

0.
0

0.
00
0

0.
4

0.
00
06

0.
5

0.
00
9

0.
5

0.
00
17

0.
5

0.
00
42

0.
5

0.
08
9

0.
77
5

平
成
23
年
6月
度
平
均
値

0.
3

0.
10
5

10
.9

0.
55
8

0.
0

0.
00
1

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
1

0.
6

0.
00
23

0.
6

0.
00
44

0.
8

0.
15
1

0.
84
0

平
成
23
年
7月
度
平
均
値

平
成
23
年
8月
度
平
均
値

平
成
23
年
9月
度
平
均
値

平
成
23
年
10
月
度
平
均
値

平
成
23
年
11
月
度
平
均
値

平
成
23
年
12
月
度
平
均
値

平
成
24
年
1月
度
平
均
値

平
成
24
年
2月
度
平
均
値

平
成
24
年
3月
度
平
均
値

注
：
1.
非
定
常
運
転
及
び
分
析
計
欠
測
時
の
デ
ー
タ
は
除
く
。

別
紙
1
　
事
後
調
査
期
間
の
年
度
平
均
値
実
績
（
供
用
時
）

7号
煙
突
　
調
査
地
点
7
8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

各
煙
突
排
出
値

時
期

合
計

窒
素
酸
化
物
排
出
量

 1
号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2
3号
煙
突
　
調
査
地
点
3

時
期

各
煙
突
排
出
値

4号
煙
突
　
調
査
地
点
4
5号
煙
突
　
調
査
地
点
5
6号
煙
突
　
調
査
地
点
6

7号
煙
突
　
調
査
地
点
7

合
計

二
酸
化
硫
黄
排
出
量

 1
号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2
3号
煙
突
　
調
査
地
点
3
4号
煙
突
　
調
査
地
点
4
5号
煙
突
　
調
査
地
点
5
6号
煙
突
　
調
査
地
点
6

8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

12



平
成
23
年
　
6月
度
　
実
績
値

濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）

m3
N/
時

第
１
期
工
事
後
計
画
値

12
.7

3.
30
0

25
.9

1.
33
7

9.
1

0.
66
5

85
.0

0.
13
7

83
.0

2.
30
3

10
.0

0.
05
1

10
.0

0.
08
6

11
.3

2.
88
8

10
.7
66

参
考
(平
均
値
:注
6)

18
.0

4.
37
2

14
.5

0.
70
2

17
.0

1.
06
5

66
.0

0.
08
2

72
.0

1.
35
8

8.
4

0.
03
5

7.
9

0.
05
3

6.
2

1.
04
9

8.
65
9

参
考
(最
大
値
:注
6)

26
.3

6.
26
2

15
.5

0.
75
0

22
.9

1.
45
6

66
.0

0.
08
9

72
.0

1.
52
5

8.
6

0.
03
9

8.
4

0.
07
6

7.
7

1.
29
0

10
.7
52

平
均
値
(注
7)

10
.8

2.
56
2

14
.5

0.
70
1

16
.9

1.
05
9

66
.0

0.
08
2

72
.0

1.
35
8

8.
4

0.
03
5

7.
9

0.
05
3

6.
2

1.
04
6

6.
72
7

最
大
値
(注
7)

10
.8

2.
62
7

15
.5

0.
75
0

22
.9

1.
45
6

66
.0

0.
08
9

72
.0

1.
52
5

8.
6

0.
03
9

8.
4

0.
07
6

7.
7

1.
29
0

6.
93
5

1日
10
.7

2.
62
7

15
.5

0.
72
4

13
.5

0.
77
6

66
.0

0.
08
8

72
.0

1.
43
8

8.
5

0.
03
8

8.
0

0.
05
5

6.
8

1.
19
0

6.
93
5

2日
10
.8

2.
58
4

14
.5

0.
68
4

13
.6

0.
80
1

66
.0

0.
08
9

72
.0

1.
49
0

8.
6

0.
03
8

8.
0

0.
05
5

6.
8

1.
19
3

6.
93
3

3日
10
.8

2.
53
3

14
.3

0.
67
3

14
.7

0.
86
2

66
.0

0.
08
3

72
.0

1.
35
3

8.
3

0.
03
6

7.
9

0.
04
9

7.
0

1.
24
1

6.
83
1

4日
10
.8

2.
52
3

14
.3

0.
67
2

13
.2

0.
77
8

66
.0

0.
07
6

72
.0

1.
20
0

8.
6

0.
03
9

8.
0

0.
04
6

6.
1

1.
07
6

6.
41
0

5日
10
.8

2.
55
4

14
.4

0.
69
0

17
.3

1.
00
9

66
.0

0.
07
7

72
.0

1.
21
3

8.
1

0.
03
7

7.
8

0.
04
7

5.
8

1.
02
9

6.
65
5

6日
10
.8

2.
53
8

14
.4

0.
68
7

14
.3

0.
83
8

66
.0

0.
08
3

72
.0

1.
38
1

8.
3

0.
03
6

7.
9

0.
04
9

6.
3

1.
12
2

6.
73
3

7日
10
.7

2.
52
7

14
.6

0.
69
3

12
.7

0.
74
0

66
.0

0.
08
6

72
.0

1.
43
5

8.
3

0.
03
2

8.
0

0.
04
7

6.
3

1.
07
3

6.
63
3

8日
10
.7

2.
53
2

14
.7

0.
70
3

12
.5

0.
72
8

66
.0

0.
08
2

72
.0

1.
34
3

8.
2

0.
02
9

7.
8

0.
04
8

6.
5

1.
02
9

6.
49
3

9日
10
.8

2.
54
8

14
.5

0.
69
4

12
.5

0.
73
6

66
.0

0.
08
2

72
.0

1.
34
5

8.
3

0.
03
0

7.
7

0.
04
7

6.
4

0.
99
4

6.
47
5

10
日

10
.7

2.
50
9

14
.7

0.
70
2

14
.6

0.
87
9

66
.0

0.
07
9

72
.0

1.
25
9

8.
4

0.
03
1

7.
9

0.
04
8

7.
0

1.
11
0

6.
61
6

11
日

10
.7

2.
58
2

14
.4

0.
66
7

17
.3

1.
13
6

66
.0

0.
07
3

72
.0

1.
15
4

8.
4

0.
03
2

8.
0

0.
05
2

7.
2

1.
14
1

6.
83
7

12
日

10
.7

2.
56
7

15
.0

0.
70
8

16
.0

1.
03
8

66
.0

0.
07
4

72
.0

1.
17
0

8.
3

0.
03
2

8.
0

0.
05
0

6.
5

1.
04
5

6.
68
3

13
日

10
.7

2.
56
2

15
.2

0.
75
0

17
.5

1.
15
1

66
.0

0.
07
6

72
.0

1.
23
2

8.
5

0.
03
3

8.
0

0.
05
0

5.
6

0.
93
3

6.
78
7

14
日

15
.6

3.
73
5

15
.1

0.
74
1

19
.2

1.
24
6

66
.0

0.
07
7

72
.0

1.
25
8

8.
4

0.
03
2

8.
0

0.
05
0

6.
5

1.
09
7

8.
23
8

15
日

26
.3

6.
26
2

14
.9

0.
72
4

16
.8

1.
07
8

66
.0

0.
08
0

72
.0

1.
30
3

8.
2

0.
03
1

8.
0

0.
04
9

6.
0

1.
00
8

10
.5
35

16
日

25
.2

6.
08
6

14
.6

0.
71
1

17
.5

1.
12
6

66
.0

0.
08
4

72
.0

1.
35
0

8.
3

0.
03
4

8.
0

0.
04
9

6.
7

1.
10
9

10
.5
50

17
日

24
.4

5.
98
8

14
.1

0.
68
6

20
.2

1.
31
1

66
.0

0.
08
7

72
.0

1.
45
9

8.
4

0.
03
5

8.
0

0.
05
0

6.
8

1.
13
7

10
.7
52

18
日

23
.6

5.
70
8

14
.0

0.
67
9

16
.7

1.
07
1

66
.0

0.
08
7

72
.0

1.
48
7

8.
4

0.
03
6

8.
0

0.
05
0

6.
6

1.
09
5

10
.2
14

19
日

24
.0

5.
81
7

13
.9

0.
67
6

17
.0

1.
09
1

66
.0

0.
08
6

72
.0

1.
47
5

8.
6

0.
03
7

8.
0

0.
04
9

6.
8

1.
13
2

10
.3
62

20
日

23
.6

5.
87
9

13
.6

0.
68
3

20
.4

1.
27
0

66
.0

0.
08
8

72
.0

1.
50
4

8.
4

0.
03
4

8.
0

0.
05
0

7.
2

1.
20
3

10
.7
11

21
日

23
.1

5.
80
3

14
.6

0.
73
7

19
.2

1.
19
8

66
.0

0.
08
7

72
.0

1.
52
5

8.
4

0.
03
2

8.
0

0.
04
7

7.
7

1.
29
0

10
.7
20

22
日

22
.7

5.
67
4

14
.2

0.
70
6

17
.3

1.
11
1

66
.0

0.
08
6

72
.0

1.
50
4

8.
6

0.
03
3

8.
0

0.
05
3

6.
0

1.
01
4

10
.1
80

23
日

23
.7

5.
86
7

14
.0

0.
70
2

17
.5

1.
13
1

66
.0

0.
08
4

72
.0

1.
46
4

8.
5

0.
03
4

7.
8

0.
05
7

5.
0

0.
84
5

10
.1
84

24
日

23
.5

5.
84
7

14
.3

0.
71
4

17
.6

1.
14
6

66
.0

0.
08
0

72
.0

1.
37
1

8.
4

0.
03
7

7.
6

0.
05
5

5.
5

0.
91
5

10
.1
65

25
日

23
.7

5.
81
9

14
.4

0.
72
0

17
.6

1.
15
1

66
.0

0.
07
8

72
.0

1.
31
6

8.
3

0.
03
8

7.
5

0.
05
5

5.
7

0.
95
3

10
.1
30

26
日

24
.2

5.
86
9

14
.2

0.
70
7

17
.4

1.
12
8

66
.0

0.
07
9

72
.0

1.
35
0

8.
2

0.
03
7

7.
6

0.
05
5

5.
2

0.
86
7

10
.0
92

27
日

23
.9

5.
93
6

14
.0

20
.0

1.
28
8

66
.0

0.
08
0

72
.0

1.
35
9

8.
5

0.
03
7

7.
4

0.
05
5

4.
9

0.
83
3

28
日

24
.6

6.
00
7

14
.9

0.
71
3

20
.3

1.
31
0

66
.0

0.
07
7

72
.0

1.
29
8

8.
2

0.
03
5

7.
7

0.
06
2

5.
2

0.
86
8

10
.3
70

29
日

24
.6

5.
95
5

14
.8

0.
72
4

21
.3

1.
36
2

66
.0

0.
07
8

72
.0

1.
32
9

8.
2

0.
03
5

8.
4

0.
07
2

5.
6

0.
95
4

10
.5
07

30
日

23
.1

5.
72
2

14
.1

0.
68
6

22
.9

1.
45
6

66
.0

0.
08
0

72
.0

1.
37
4

8.
6

0.
03
7

8.
0

0.
07
6

5.
7

0.
96
2

10
.3
92

注
：
1.
排
出
濃
度
及
び
排
出
量
は
1日
平
均
値
を
示
す
。

　
　
2.
高
度
化
後
に
は
、
表
中
の
第
1期
工
事
後
計
画
値
を
高
度
化
後
計
画
値
に
変
更
し
、
「
評
価
書
」
高
度
化
後
の
記
載
値
（
計
画
値
）
を
記
入
す
る
。
　

　
　
3.
事
後
調
査
は
第
1期
工
事
後
5年
間
及
び
高
度
化
後
5年
間
実
施
す
る
。

　
　
4.
窒
素
酸
化
物
濃
度
は
酸
素
濃
度
4％
換
算
値
を
示
す
。

  
  
5.
第
1期
工
事
後
計
画
値
は
平
成
17
年
度
実
績
値
（
年
平
均
値
）
を
基
に
第
１
期
工
事
後
を
予
測
し
た
値
を
示
す
。

  
  
6.
参
考
欄
は
、
表
中
の
全
数
値
を
対
象
と
す
る
。

  
  
7.
平
均
値
と
最
大
値
の
欄
は
、
非
定
常
運
転
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
及
び
分
析
計
欠
測
時
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
除
く
。

  
  
8.
網
掛
け
の
日
に
つ
い
て
は
、
分
析
計
の
点
検
に
よ
る
分
析
計
の
欠
測
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
含
む
。

  
  
9.
14
日
以
降
は
2号
中
圧
ﾎﾞ
ｲﾗ
ｰの
整
備
に
伴
い
、
予
備
の
施
設
で
あ
る
高
圧
ﾎﾞ
ｲﾗ
ｰを
稼
働
し
た
非
定
常
運
転
で
あ
る
。

別
紙
2　
窒
素
酸
化
物
の
排
出
状
況
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

時
期

各
煙
突
排
出
値

合
計

窒
素
酸
化
物
排
出
量

1号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2
3号
煙
突
　
調
査
地
点
3
4号
煙
突
　
調
査
地
点
4
5号
煙
突
　
調
査
地
点
5
6号
煙
突
　
調
査
地
点
6
7号
煙
突
　
調
査
地
点
7
8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

13



平
成
23
年
　
6月
度
　
実
績
値

濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）
濃
度
(p
pm
)
排
出
量
（
m3
N/
時
）

m3
N/
時

第
１
期
工
事
後
計
画
値

0.
3

0.
11
2

11
.8

0.
63
9

0.
2

0.
01
2

0.
9

0.
00
16

1.
1

0.
02
7

0.
8

0.
00
34

0.
9

0.
00
77

3.
0

0.
71
1

1.
51
2

参
考
(平
均
値
:注
6)

0.
3

0.
10
5

10
.5

0.
55
4

0.
0

0.
00
1

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
1

0.
6

0.
00
23

0.
6

0.
00
44

0.
8

0.
15
1

0.
82
8

参
考
(最
大
値
:注
6)

0.
4

0.
11
0

12
.6

0.
64
1

0.
1

0.
00
7

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
3

0.
7

0.
00
26

0.
7

0.
00
57

0.
9

0.
17
0

0.
91
2

平
均
値
(注
7)

0.
3

0.
10
5

10
.9

0.
55
8

0.
0

0.
00
1

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
1

0.
6

0.
00
23

0.
6

0.
00
44

0.
8

0.
15
1

0.
84
0

最
大
値
(注
7)

0.
4

0.
11
0

12
.6

0.
64
1

0.
1

0.
00
7

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
3

0.
7

0.
00
26

0.
7

0.
00
57

0.
9

0.
17
0

0.
91
0

1日
0.
4

0.
10
8

11
.3

0.
55
5

0.
0

0.
00
0

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
2

0.
7

0.
00
25

0.
7

0.
00
49

0.
9

0.
15
6

0.
83
9

2日
0.
4

0.
10
6

12
.5

0.
62
3

0.
0

0.
00
0

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
2

0.
7

0.
00
26

0.
7

0.
00
49

0.
9

0.
15
7

0.
90
7

3日
0.
4

0.
10
4

12
.6

0.
62
6

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
1

0.
7

0.
00
25

0.
7

0.
00
45

0.
9

0.
16
2

0.
91
0

4日
0.
4

0.
10
3

12
.4

0.
61
5

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
06

0.
6

0.
00
9

0.
6

0.
00
26

0.
7

0.
00
41

0.
9

0.
16
0

0.
89
4

5日
0.
4

0.
10
5

12
.3

0.
61
9

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
00
9

0.
6

0.
00
26

0.
7

0.
00
43

0.
9

0.
15
9

0.
90
1

6日
0.
4

0.
10
5

11
.7

0.
58
7

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
1

0.
7

0.
00
26

0.
7

0.
00
44

0.
8

0.
15
9

0.
87
0

7日
0.
4

0.
10
5

10
.6

0.
52
7

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
1

0.
7

0.
00
23

0.
7

0.
00
43

0.
8

0.
15
0

0.
80
1

8日
0.
4

0.
10
5

10
.9

0.
54
9

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
0

0.
7

0.
00
21

0.
7

0.
00
44

0.
8

0.
13
4

0.
80
6

9日
0.
4

0.
10
4

11
.1

0.
56
1

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
0

0.
7

0.
00
21

0.
7

0.
00
43

0.
8

0.
13
7

0.
82
0

10
日

0.
4

0.
10
2

10
.4

0.
52
6

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
06

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
21

0.
7

0.
00
43

0.
8

0.
13
9

0.
78
4

11
日

0.
3

0.
10
1

10
.1

0.
49
8

0.
0

0.
00
1

0.
5

0.
00
06

0.
6

0.
00
9

0.
6

0.
00
21

0.
6

0.
00
43

0.
8

0.
13
7

0.
75
3

12
日

0.
3

0.
10
1

9.
5

0.
47
8

0.
0

0.
00
2

0.
5

0.
00
06

0.
6

0.
00
9

0.
6

0.
00
21

0.
6

0.
00
42

0.
8

0.
14
2

0.
73
9

13
日

0.
3

0.
10
1

10
.0

0.
52
3

0.
0

0.
00
2

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
21

0.
6

0.
00
42

0.
9

0.
15
1

0.
79
4

14
日

0.
3

0.
10
1

10
.1

0.
52
5

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
21

0.
6

0.
00
42

0.
9

0.
15
1

0.
79
4

15
日

0.
3

0.
10
1

9.
7

0.
49
9

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
21

0.
6

0.
00
42

0.
9

0.
15
2

0.
76
9

16
日

0.
3

0.
10
4

10
.1

0.
52
0

0.
0

0.
00
0

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
1

0.
6

0.
00
23

0.
6

0.
00
41

0.
8

0.
14
8

0.
79
1

17
日

0.
3

0.
10
6

11
.4

0.
58
3

0.
0

0.
00
0

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
2

0.
7

0.
00
24

0.
6

0.
00
42

0.
9

0.
15
1

0.
86
0

18
日

0.
3

0.
10
5

11
.8

0.
60
2

0.
0

0.
00
0

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
2

0.
7

0.
00
25

0.
6

0.
00
41

0.
9

0.
15
1

0.
87
8

19
日

0.
3

0.
10
4

11
.6

0.
59
5

0.
0

0.
00
0

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
2

0.
7

0.
00
24

0.
6

0.
00
41

0.
9

0.
15
5

0.
87
4

20
日

0.
3

0.
10
8

10
.0

0.
52
4

0.
0

0.
00
0

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
3

0.
7

0.
00
24

0.
6

0.
00
41

0.
9

0.
15
2

0.
80
4

21
日

0.
3

0.
11
0

9.
5

0.
50
9

0.
0

0.
00
1

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
3

0.
7

0.
00
23

0.
6

0.
00
39

0.
9

0.
15
0

0.
78
9

22
日

0.
3

0.
11
0

9.
7

0.
50
7

0.
0

0.
00
2

0.
6

0.
00
08

0.
7

0.
01
2

0.
7

0.
00
23

0.
6

0.
00
43

0.
8

0.
14
6

0.
78
5

23
日

0.
3

0.
10
9

10
.7

0.
56
0

0.
1

0.
00
7

0.
5

0.
00
07

0.
7

0.
01
2

0.
6

0.
00
23

0.
6

0.
00
45

0.
8

0.
14
8

0.
84
3

24
日

0.
3

0.
10
7

11
.1

0.
58
4

0.
0

0.
00
1

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
24

0.
6

0.
00
45

0.
8

0.
14
5

0.
85
6

25
日

0.
3

0.
10
6

11
.8

0.
62
2

0.
0

0.
00
0

0.
6

0.
00
07

0.
7

0.
01
1

0.
6

0.
00
25

0.
6

0.
00
45

0.
8

0.
14
7

0.
89
4

26
日

0.
3

0.
10
5

12
.2

0.
64
1

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
7

0.
01
1

0.
6

0.
00
25

0.
6

0.
00
44

0.
8

0.
14
8

0.
91
2

27
日

0.
3

0.
10
7

1.
3

0.
57
5

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
07

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
24

0.
6

0.
00
45

0.
8

0.
14
9

0.
84
9

28
日

0.
3

0.
10
4

9.
6

0.
48
5

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
06

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
23

0.
6

0.
00
49

0.
8

0.
15
0

0.
75
7

29
日

0.
3

0.
10
5

9.
5

0.
48
2

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
06

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
23

0.
5

0.
00
51

0.
9

0.
17
0

0.
77
5

30
日

0.
3

0.
10
7

9.
9

0.
51
1

0.
0

0.
00
0

0.
5

0.
00
06

0.
6

0.
01
0

0.
6

0.
00
23

0.
5

0.
00
57

0.
9

0.
16
6

0.
80
2

注
：
1.
排
出
濃
度
及
び
排
出
量
は
1日
平
均
値
を
示
す
。

　
　
2.
高
度
化
後
に
は
、
表
中
の
第
1期
工
事
後
計
画
値
を
高
度
化
後
計
画
値
に
変
更
し
、
「
評
価
書
」
高
度
化
後
の
記
載
値
（
計
画
値
）
を
記
入
す
る
。
　

　
　
3.
事
後
調
査
は
第
1期
工
事
後
5年
間
及
び
高
度
化
後
5年
間
実
施
す
る
。

　
　
4.
二
酸
化
硫
黄
濃
度
は
排
ガ
ス
実
酸
素
濃
度
に
お
け
る
値
を
示
す
。

  
  
5.
第
1期
工
事
後
計
画
値
は
平
成
17
年
度
実
績
値
（
年
平
均
値
）
を
基
に
第
１
期
工
事
後
を
予
測
し
た
値
を
示
す
。

  
  
6.
参
考
欄
は
、
表
中
の
全
数
値
を
対
象
と
す
る
。

  
  
7.
平
均
値
と
最
大
値
の
欄
は
、
非
定
常
運
転
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
及
び
分
析
計
欠
測
時
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
除
く
。

  
  
8.
網
掛
け
の
日
に
つ
い
て
は
、
分
析
計
の
点
検
に
よ
る
分
析
計
の
欠
測
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
含
む
。

  
  
9.
14
日
以
降
は
2号
中
圧
ﾎﾞ
ｲﾗ
ｰの
整
備
に
伴
い
、
予
備
の
施
設
で
あ
る
高
圧
ﾎﾞ
ｲﾗ
ｰを
稼
働
し
た
非
定
常
運
転
で
あ
る
。

6号
煙
突
　
調
査
地
点
6
7号
煙
突
　
調
査
地
点
7
8号
煙
突
　
調
査
地
点
8

別
紙
3　
二
酸
化
硫
黄
の
排
出
状
況
に
関
す
る
事
後
調
査
結
果
（
供
用
時
）

時
期

各
煙
突
排
出
値

合
計

二
酸
化
硫
黄
排
出
量

1号
煙
突
　
調
査
地
点
1
2号
煙
突
　
調
査
地
点
2
3号
煙
突
　
調
査
地
点
2
4号
煙
突
　
調
査
地
点
4
5号
煙
突
　
調
査
地
点
5
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別紙4　排水水質の状況に関する事後調査結果（新設排水処理施設出口：供用時）

平成23年度平均値
新設排水処理実績値

新設排水処理施設出口　調査地点12

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 全窒素 全隣

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値 3,960 6-8 6.0 23.8 5 19.8 0.07 0.3

年度平均値 2,932 7 1.9 5.4 3 7.8 0.02 0.0

平成23年4月度平均値 2,982 7 1.6 4.7 2 4.7 0.02 0.1

平成23年5月度平均値 2,919 7 2.0 5.7 3 8.5 0.02 0.0

平成23年6月度平均値 2,896 7 2.0 5.8 4 10.2 0.02 0.0

平成23年7月度平均値

平成23年8月度平均値

平成23年9月度平均値

平成23年10月度平均値

平成23年11月度平均値

平成23年12月度平均値

平成24年1月度平均値

平成24年2月度平均値

平成24年3月度平均値

平成23年　6月度
新設排水処理実績値

新設排水処理施設出口　調査地点12

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 全窒素 全隣

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値 3,960 6-8 6.0 23.8 5 19.8 0.07 0.3

参考(平均値)(注3) 2,896 7 2.0 5.7 4 10.1 0.02 0.0
参考(最大値)(注3) 3,121 7 5.3 15.3 6 14.9 0.02 0.1

平均値(注4) 2,896 7 2.0 5.8 4 10.2 0.02 0.0
最大値(注4) 3,121 7 5.3 15.3 6 14.9 0.02 0.1

1日 2,926 6 1.3 3.7 2 5.7 0.02 0.0
2日 2,996 6 1.4 4.1 3 8.7 0.02 0.1
3日 2,911 6 1.6 4.6 3 9.4 0.02 0.1
4日 2,845 6 1.7 5.0 4 11.5 0.02 0.1
5日 2,973 6 1.7 5.1 4 11.6 0.02 0.1
6日 2,936 6 1.7 5.1 4 10.5 0.02 0.1
7日 2,974 6 1.7 5.0 3 10.2 0.02 0.0
8日 2,901 6 1.7 4.8 3 9.6 0.02 0.0
9日 2,904 7 1.8 5.3 3 9.2 0.02 0.0
10日 3,035 7 1.7 5.3 3 9.9 0.02 0.0
11日 3,017 7 1.8 5.5 4 11.3 0.01 0.0
12日 2,911 7 1.6 4.7 3 8.8 0.01 0.0
13日 2,999 7 2.4 7.2 3 8.2 0.01 0.0
14日 2,880 7 5.3 15.3 3 7.8 0.01 0.0
15日 2,530 7 3.0 7.5 3 8.0 0.01 0.0
16日 2,853 7 1.5 4.3 3 9.3 0.01 0.0
17日 2,976 7 1.5 4.5 4 12.4 0.01 0.0
18日 2,968 7 1.5 4.6 4 10.8 0.01 0.0
19日 2,887 7 1.7 4.9 3 9.8 0.01 0.0
20日 2,969 7 1.7 5.1 3 9.3 0.01 0.0
21日 3,121 7 1.7 5.3 3 8.7 0.01 0.0
22日 2,912 7 2.0 5.8 4 11.7 0.01 0.0
23日 1,957 7 2.1 4.2 6 11.5 0.02 0.0
24日 3,079 7 1.9 5.8 4 12.9 0.02 0.1
25日 2,991 7 2.3 7.0 3 9.4 0.02 0.1
26日 2,873 7 2.2 6.3 4 11.6 0.02 0.1
27日 2,929 7 2.2 6.5 5 14.9 0.02 0.1
28日 3,020 7 2.2 6.7 4 12.7 0.02 0.1
29日 2,955 7 2.2 6.5 3 8.6 0.02 0.1
30日 2,652 7 2.3 6.0 4 10.3 0.02 0.0

注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。

　　2.排水性状値については自動分析計の日間平均値を記載。

    3.参考欄は、表中の全数値を対象とする。

    4.平均値と最大値の欄は、非定常運転のﾃﾞｰﾀ及び分析計欠測時のﾃﾞｰﾀを除く。

    5.網掛けの日については、分析計の点検による分析計の欠測ﾃﾞｰﾀを含む。

年月日

時期
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別紙5　排水水質の状況に関する事後調査結果（No.1排水口出口：供用時）

第1期工事後
実績値

No.1排水口　調査地点11

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値
（第1期工事後） 21,891 6-8 6.5 142.3 5 109.5 0.07 1.5

年度平均値 16,568 7 5.8 95.6 3 44.1 0.05 0.8

平成２３年４月度 15,844 8 5.5 87.1 3 47.5 0.05 0.8

平成２３年５月度 17,133 7 5.6 95.9 3 51.4 0.04 0.7

平成２３年６月度 16,727 7 6.2 103.7 2 33.5 0.05 0.8

平成２３年７月度

平成２３年８月度

平成２３年９月度

平成２３年１０月度

平成２３年１１月度

平成２３年１２月度

平成２４年１月度

平成２４年２月度

平成２４年３月度
注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。
　　2.水素イオン濃度、化学的酸素要求量の性状値については1回/週の測定値の平均値を示す。
　　3.窒素含有量、燐含有量の性状値については1回/月(6月2日）の測定値を示す。

年月日
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別紙6　排水水質の状況に関する事後調査結果（No.3排水口出口：供用時）

第1期工事後
実績値

No.3排水口　調査地点10

排水量 水素イオン濃度 化学的酸素要求量 窒素含有量 燐含有量

m3/日 ― 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日 濃度　mg/L 汚濁負荷量　kg/日

計画値
（第1期工事後） 215 6-8 6.9 1.5 3 0.6 0.3 0.1

年度平均値 189 8 4.3 0.8 2 0.3 0.1 0.0

平成２３年４月度 185 8 4.0 0.7 2 0.4 0.1 0.0

平成２３年５月度 200 8 4.4 0.9 1 0.2 0.1 0.0

平成２３年６月度 183 8 4.6 0.8 2 0.4 0.1 0.0

平成２３年７月度

平成２３年８月度

平成２３年９月度

平成２３年１０月度

平成２３年１１月度

平成２３年１２月度

平成２４年１月度

平成２４年２月度

平成２４年３月度

注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。
　　2.水素イオン濃度、化学的酸素要求量、窒素含有量、燐含有量の性状値については1回/月(6月3日）の測定値を示す。

年月日
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第1期工事後

4製油所 4製油所

エネルギー
消費原単位
kL-原油/千kL

二酸化炭素
排出量
千t-CO2/年

エネルギー
消費原単位
kL-原油/千kL

エネルギー
消費原単位
kL-原油/千kL

二酸化炭素
排出量
千t-CO2/年

エネルギー
消費原単位
kL-原油/千kL

平成22年度
(第1期運転開始時) 9.12 1,574 8.86 9.74 1,093 9.41

平成23年度 － － －

平成24年度 － － －

平成25年度 － － －

平成26年度 － － －

注：1.事後調査は第1期工事後5年間及び高度化後5年間実施する。

　　2.第1期工事後の商業運転は平成22年10月からであるが、表中の実績は平成22年4月から平成23年3月までの期間の実績値とする。

　　　(4月から9月までの新設設備の試運転ﾃﾞｰﾀを含む)

別紙7　地球環境に関する事後調査結果（供用時）

年度

計画 実績

堺製油所 堺製油所
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種名 調査年月日 高さ(cm) 活力 開花状況 結実状況 特記
平成20年6月24日 25-40 A ・計66株を移植した

・各コドラートにおけるシオクグの植被率
は概ね10％弱である。

平成20年8月4日 25-40 B ・シオクグの植被率は平均で3.5％に減少
した。
・植被率が減少した理由として、移植の影
響と考えられる葉枯れが生じていたことが
挙げられる。なお、前年の移植実験では、
移植2年目に植被率が大きく増加している
ことから、本移植地においても同様の傾向
が生じると考えられる。

平成21年5月18日 30-50 A-B 一部の個体で開
花・結実を確
認。

結実した茎を33
確認。

・シオクグは植被率、高さ共に増加傾向に
あり、植被率は平均4.6％であった。
・結実が確認された。
・調査当日は、移植場所の水路の水位が高
く、シオクグ株が水没している状況であっ
た。

平成21年6月16日 25-40 C 前回調査同様、
一部の個体で開
花・結実を確
認。

前回調査同様、
結実した茎を確
認。

・シオクグは植被率、高さ共に減少傾向に
あり、植被率は平均1.9％であった。
・植被率が減少したのは先月の高水位が原
因で葉枯れが生じたためであるが、一方で
は移植株の水平方向及び水路斜面陸側等へ
の地下茎伸長による個体の増加も一部で確
認された。
・日照条件改善のため、南側斜面の雑草の
刈り取りを行った。

平成21年8月7日 25-40 C 前回調査同様、
結実した茎を確
認。

・シオクグは新葉の展開により植被率が若
干の増加傾向にあり、植被率は平均2.3％
であった。
・日照条件改善のため、南側及び北側斜面
の雑草の刈り取りを行った。

平成22年5月21日 20-30 B 一部の個体で開
花・結実を確
認。

結実した茎を8
確認。

・シオクグの生育は順調である。
・植被率は前年同月と比較してやや減少し
た。
・結実している株を確認した。
・結実した花茎数は前年同月と比べて減少
した。ヨシの過度な繁茂が原因していると
考えられる。

平成22年6月22日 30-40 B 前回調査同様、
一部の個体で開
花・結実を確
認。

前回調査同様、
結実した茎を4
確認。

・シオクグの生育は順調である。
・植被率は前回調査時より増加し、平均
4.7%であった。
・結実している株を確認した。
・水路内のヨシと水路斜面のチガヤ等の刈
り取りを行った。

平成22年8月20日 30-50 B ・シオクグの生育は順調である。
・植被率は特にヨシが少ない区域で大きく
増加し、平均6.6%へ増加した。
・ヨシの繁茂が著しい区域について、水路
内のヨシと水路斜面のチガヤ等の刈り取り
を行った。

平成23年5月24日 30-50 A 一部の個体で開
花・結実を確
認。

全てのコドラー
トで結実した茎
を10以上確認。

・シオクグの生育は順調である。
・植被率は前年同月と比較して増加した。
・結実数はこれまでのモニタリングで最多
であった。
・水路斜面のチガヤ等の刈り取りを行っ
た。

平成23年6月23日 50-60 A 前回調査同様、
一部の個体で開
花・結実を確
認。

前回調査同様、
結実した茎を確
認。

・シオクグの生育は順調である。
・植被率は前回調査時より増加し、平均
19.2%であった。
・結実している株を確認した。
・水路内のヨシの刈り取りを行った。

平成23年8月　日

注：1.活力は、葉の量、色つや、枯れの有無等により　A良好　Bやや不良　C不良　D枯死の４段階で評価する。
　　2.事後調査は移植地において工事開始～3年間実施する。ただし生育状況等によりその後も調査が必要と

　　3.6月及び8月調査においては、5月調査以降に新たな出芽が確認されなかったため、花茎数を計数していない。

別紙8　シオクグの生育状況に関する事後調査結果

参考（移植地の状況：平成23年6月23日）

シオクグ

 　　 判断された場合は、延長するものとする。

シオクグの生育状況 結実個体 刈り取り作業後
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